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量子ドットを用いた電荷測定による反作用

～量子測定理論のさらなる理解を目指して～

電荷検出による観測の影響を議論することは、
結合２重量子ドットなどの量子ビットの読み出し
などへ応用する際には、必要不可欠な基礎研
究です。量子測定理論の理解を深めることは、
応用面だけではなく学術的にも、量子力学の理
解を深めると同時に、観測問題に対して光を当
てる端緒となり得ます。

非平衡グリーン関数法を用いた解析により、測定
の反作用は量子ドット電荷検出計における電荷
雑音に起因していることを明らかにしました。また、
この測定の反作用による影響を実験的に測定す
るために、Aharonov-Bohm（AB）干渉計を用い、
量子力学的干渉効果がどのように抑制されるの
かを明らかにしました。

観測（相互作用）の結果として、系が受ける擾乱
（測定の反作用）は量子デコヒーレンスを引き起こ
します。この量子デコヒーレンス過程を、メゾスコ
ピック系における輸送特性を通じて理解すること
を目指しています。特に、量子ドット電荷検出計に
よる量子デコヒーレンスの起源を解明することを
目指しています。
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電荷検出計におけるどのような量子雑音が
測定の反作用の起源であるか？

電荷検出計は大自由度を持つ
環境と電子のやり取りをする。
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